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巻　　頭　　言

 北海道高等学校教育研究会

 会　長   　尾　﨑　茂　樹

　北海道高等学校教育研究会第63回大会が、１月７日・８日にわたり盛会裏に終了いたしました。

札幌市教育文化会館での全体会、各会場に分かれての教科別集会とも、多数の会員の皆様にご参

加をいただき、大きな成果を得ることができました。皆様のご支援に心より感謝申し上げます。

　本会の研究成果を収録した研究紀要第 63 号を皆様にお届けいたします。道内の高等学校の教壇

に立つ先生方の日々の実践に基づく研究をまとめ、この紙上で発表いただくことは、当会の大き

な使命であり、北海道の高等学校教育の発展の足跡を印すものと自負しております。

　急速に進展するデジタル化や国際化、さらには社会構造や価値観の多様化など、時代は大きな

変革期を迎えています。このような社会を生きる次世代に求められる力もまた、従来の枠組みを

超えたものへと変化しています。高等学校教育には、知識や技能の習得に加え、自ら課題を見い

だし、他者と協働しながら解を探究していく力を育成することが、これまで以上に強く求められ

ています。

　近年、とりわけ重視されている「探究的な学習」は、生徒が主体的に学び、思考を深め、社会

とつながる学びを実現する重要な柱となっています。学校内にとどまらず、地域社会の課題に目

を向け、大学や研究機関、企業等と連携しながら学びを広げていく取組は、生徒にとって学びの

意義を実感できる貴重な機会となります。北海道という広大で多様な地域性を生かした教育実践

は、高等学校教育の新たな可能性を示すものであり、今後一層の充実が期待されます。また、Ｉ

ＣＴの活用は、教育の在り方そのものを大きく変えつつあります。情報活用能力の育成はもとよ

り、探究的な学習を支えるツールとして、ＩＣＴは生徒の思考や表現を広げ、協働的な学びを促

進する力を持っています。対面での学びを基盤としつつ、デジタルの特性を効果的に生かすこと

で、生徒一人ひとりの学びをより深く、より豊かなものにすることが可能となります。その実現

には、私たち教員自身が学び続け、実践を共有し合う姿勢が欠かせません。

　本研究紀要は、会員の皆様による日々の教育実践と研究の成果を集約したものであり、北海道

の高等学校教育が直面する課題と、その先に開かれる展望を示すものです。多忙な校務の中にも

かかわらず、真摯に研究に取り組み、貴重な成果をご寄稿くださった先生方、ならびに編集にご

尽力いただいた事務局の皆様に、心より敬意と感謝を申し上げます。今年度の本紀要が、皆様の

実践を振り返り、新たな挑戦へと踏み出すための一助となり、今後の教育活動をより豊かなもの

とすることを願ってやみません。

　結びに、本研究会の運営にご尽力いただいた役員の皆様、地区支部ならびに教科部会の皆様に

深く感謝申し上げるとともに、今後とも北海道の高等学校教育のさらなる発展のために、一層の

お力添えを賜りますようお願い申し上げ、巻頭のご挨拶といたします。

　来年の１月は再びカナモトホールに会場を移すことになります。また皆様にお会いすることを

楽しみにしております。
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回
開催
年度

講　　師　　氏　　名 演　　　　　　題

1 昭38 森戸　辰男（中央教育審議会会長）　　　　　　　　　 高校教育の問題点

2 昭39 高坂　正顕（東京芸術大学長） 日本教育の課題

3 昭40 沢田　慶輔（東京大学教授） 考える力をもった人間を育てる教育

4 昭41
平塚　益徳（国立教育研究所長） 後期中等教育の諸問題について

中川　秀三（札幌医科大学教授） 大脳生理学と精神衛生について

5 昭42
細谷　俊夫（東京大学教授） わが国の中等教育

伊藤　祐時（日本大学教授） 進路指導について

6 昭43
高坂　正尭（京都大学助教授） 転換期における日本の諸問題

犬飼　哲夫（北海道大学名誉教授） 開拓百年と北海道の野獣

7 昭44

岸本　　康（共同通信社論説委員 /科学評論家） 宇宙開発と変革の時代

益井　重夫（国立教育研究所第 2研究部長）
教育改革と後期中等教育の諸問題
－諸外国の実情と関連して－

8 昭45
衛藤　藩吉（東京大学教養学部教授） 日本と中国

岸田純之助（朝日新聞論説委員 /評論家） 情報化社会における教育のシステム

9 昭46
林　健太郎（東京大学文学部教授） 民主主義を考える

矢口　　新（能力開発工学センター所長） 教育革新の課題

10 昭47
和達　清夫（中央公害審議会会長） 地球科学と環境問題

市村　真一（京都大学教授） 変わりゆく日本と教育

11 昭48
天城　　勲（日本育英会理事長） 近代学校制度　－その性格と展望－

橋本　重治（応用教育研究所長） 教育評価の今日的問題

12 昭49
会田　雄次（京都大学教授） 日本の心と世界の心

菊地　浩吉（札幌医科大学教授） ガンの免疫

13 昭50
池田弥三郎（慶応義塾大学教授） 言葉としつけ

田上　義也（北海学園大学講師） 北の環境の中で

14 昭51
加藤陸奥雄（東北大学学長） 自然保護

岡路　市郎（北海道教育大学学長） 「教え」への幻想

15 昭52
村松　　剛（筑波大学教授） 国際情勢と日本の進路

河邨文一郎（札幌医科大学教授） 医療と福祉

16 昭53
黛　　敏郎（作曲家） 日本の昔

田中　　彰（北海道大学教授） 近代日本の岐路

17 昭54
犬養　　孝（大阪大学名誉教授） 万葉のこころ

武谷　　愿（北海道大学名誉教授）　　 エネルギー資源の今日と将来

18 昭55
今掘　宏三（大阪大学教授） かけがいのない地球と私たちの環境

倉田　公裕（北海道近代美術館長 /明治大学教授） 美術に見る東西のこころ

19 昭56
広中　平祐（京都大学教授） 日本の教育を考える

小林　禎作（北海道大学低温科学研究所教授） 「雪華図説」と雪文様

20 昭57
黒川　紀章（建築家） 共生の時代

梅原　　猛（京都市立芸術大学教授） アイヌー日本文化の基層

21 昭58
外山滋比呂（お茶の水女子大学教授） 新しい人間像と教育

伊藤　隆市（北海道教育大学教授）　　 北からの出発

22 昭59
黒羽　亮一　（日本経済新聞社論説委員） なぜ　今　教育改革か

岡田　宏明　（北海道大学文学部教授） 北方民族における伝統と近代

23 昭60
加藤　秀俊（放送大学教授） 生涯教育の将来

石黒　直文（北海道拓殖銀行常務取締役） これからの企業の求める人間像

北海道高等学校教育研究大会　　　　全体集会講師一覧
 （敬称略）
設立　昭和 38 年５月 25 日



回
開催
年度

講　　師　　氏　　名 演　　　　　　題

24 昭61
江藤　　淳（東京工業大学教授） ことばとこころ

岡村　正吉（北海道虻田町町長） 地方自治と教育

25 昭62
野坂　昭如（作家） 近ごろ思うこと

小松　作蔵（札幌医科大学副学長） 心臓移植をめぐって

26 昭63
多胡　　輝（千葉大学教授） 日本人と創造性

美濃　羊輔（帯広畜産大学教授） バイオテクノロジーの現状と問題点

27 平元
金田一春彦（文学博士） 日本人の心

高橋　良治（釧路市丹頂鶴自然公園園長） タンチョウの四季

28 平 2
菊地　元市（青山学院大学法学部長）

経済法秩序における公正としての正義
－日米構造協議を中心に－

高畑　直彦（札幌医科大学神経精神科教授） 心の危機と反応

29 平 3
なだいなだ（精神科医　作家） 心の底をのぞく

坂本　与市（北海道文理科短期大学学長） オスとメスのエソロジー

30 平 4
伊東　光晴（放送大学教授　京都大学名誉教授） 技術革新の現在と社会の変容

古葉　竹識（野球評論家） 耐えて勝つ

31 平 5

Ｃ . Ｗ . ニコル（作家） 自然と人間

若井　邦夫　（北海道大学教育学部教授）
子どもが発達するとき
－必要とあそびのあいだ－

32 平 6
中村雄二郎（明治大学法学部教授） 共通感覚と自己表現

杉岡　昭子（札幌国際プラザ専務理事） 「故郷忘れがたく候」の旅

33 平 7
河合　雅雄（京都大学名誉教授 /日本福祉大学教授） 人間 －進化の道からずれた動物

山中　燁子（北海学園大学人文学部教授） 世界の中の日本と日本人

34 平 8

佐原　　真（国立歴史民俗博物館副館長） 大むかしと現代

横湯　園子（北海道大学教育学部教授）
子どもを観る目
－教育臨床心理の立場から－

35 平 9
浅井　信雄（神戸市外国語大学教授） 国際化と私たちの暮らし

中野　武房（北海学園北見大学教授） カウンセリングを体験してみませんか

36 平10

梶田　叡一（ノートルダム女子大学学長） 変革期の高校教育を考える

シンポジウム
「今こどもの心は」
－問題行動の背景を探る－

37 平11 養老　孟司（北里大学教授） からだと脳

38 平12 河合　隼雄（京都大学名誉教授） 青春の夢

39 平13 阿部　謹也（共立女子大学学長） 日本社会の構造と教育

40 平14 五木　寛之（作家） 日本人のこころ

41 平15 毛利　　衛（宇宙飛行士 /日本科学未来館館長） 宇宙の視点からの教育

42 平16 寺島　実郎（三井物産戦略研究所所長 /日本総合研究所所長） 世界潮流と日本および北海道の進路

43 平17 吉村　作治（早稲田大学国際教養学部教授） 夢の実現の仕方

44 平18
桜井　 　進（ 河合塾、早稲田塾、数学講師 /sakurAi 

Science Factory 主催）
サウンド　オブ　サイエンス　ジョン・
ネイピア　～対数誕生物語

45 平19 金子　　勝（慶應義塾大学経済学部教授） ニュースの嘘と教育

46 平20 阿刀田　高（作家）、阿刀田慶子（朗読家） アイデアの発見

47 平21 福岡　伸一（青山学院大学理工学部化学・生命科学科教授） 科学のおもしろさをどう伝えるか

48 平22 見田　宗介（東京大学名誉教授） 現代社会はどこに向かうか

49 平23 内田　　樹（神戸女学院大学名誉教授）
転換期の教育
－グローバリズムに抗して

50 平24 川口淳一郎（宇宙航空研究開発機構教授）
「はやぶさ」が挑んだ人類初の往復の
宇宙飛行、その７年間の歩み

51 平25
古賀　稔彦（ 柔道家 /医学博士 /ＩＰＵ環太平洋大学　

体育学部体育学科教授）
夢の実現（挑戦することの大切さ）



回
開催
年度

講　　師　　氏　　名 演　　　　　　題

52 平26
大棟　耕介（ NPO 法人日本ホスピタル・クラウン協会理

事長、愛知教育大学非常勤講師）
心を開き、活気を生み出す『笑い』の力
－ホスピタル・クラウンの現場から－

53 平27
溝上　慎一（ 京都大学高等教育研究開発センター教授
 大学院教育学研究科〔高等教育開発論講座〕）（兼任）

社会に繋がる学習
－アクティブラーニングとトランジション－

54 平28 中島　岳志（ 東京工業大学　リベラルアーツ研究教育院教授） 自主規制はいかにして起きるのか

55 平29 児美川孝一郎（ 法政大学キャリアデザイン学部教授）
地域の未来をつくるキャリア教育の創造
－新学習指導要領が示唆すること－

56 平30
新井　紀子（国立情報学研究所社会共有知研究センター　センター長・教授
　　　　　　一般社団法人教育のための科学研究所　代理理事・所長）

ＡＩ時代の教育～社会はどこへ向かうか

57 令元
齊藤　誠一（北海道大学北極域研究センター
　　　　　　研究推進支援教授）

これからの北極域研究
－気候変動とＳＤＧｓの視点から

58 令２ 中止

59 令３
安田　　登（ 能楽師〔ワキ方、下掛宝生流〕公認ロルファー

関西大学 特任教授）
未来へつながるリベラルアーツ
－ Society5.0 時代の古典の価値

60 令４
長谷山美紀（ メディアダイナミクス研究室 教授 / 北海道大学 副学

長（IR、数理データサイエンス）/ 大学院情報科学研究
院長/創成研究機構データ駆動型融合研究創発拠点長）

データサイエンス・ＡＩ教育
～これからの北海道を考える～

61 令５

伊藤　亜紗（ 東京工業大学　科学技術創成研究院　未来の人類研究
センター長　リベラルアーツ研究教育院　教授）

山本　貴光（ 東京工業大学　科学技術創成研究院　未来の人類研究
センター　リベラルアーツ研究教育院　教授）

多久和理実（ 東京工業大学　科学技術創成研究院　未来の人類研究
センター　リベラルアーツ研究教育院　講師）

ポストコロナでよく生きるために
～「利他」から見えてくる景色とこれ
からの高等学校教育～

62 令６ 小林　傅司（大阪大学名誉教授）
データは大切、そしてデータを疑うこと
はもっと大切：総合知の視点から考える

63 令７ 辻　　秀一（スポーツドクター）
非認知脳によるライフスキル思考を学ぶ！
～セルフマネジメントとリーダーマネジメント～



北海道高等学校教育研究会会則

第１章　総　　　　　則

第１条　（名　　称）本会は北海道高等学校教育研究会という。

第２条　（事 務 局）本会の事務局は会長の所属校に置く。

第２章　目的および事業

第３条　（目　　的） 本会は高等学校の各教科などに関する事項を研究し、会員相互の研修と識見の向

上につとめ、高等学校教育の振興を図ることを目的とする。

第４条　（事　　業）本会は前条の目的を達成するための次の事業を行う。

　　　　 １．研究会の開催           　 ３．機関誌の発行

　　　　 ２．講習会、講演会の開催　　　４．その他本会の目的達成に必要と認められる事業

第３章　組織および役員

第５条　(会　　員）  本会の会員は北海道高等学校職員、教育委員会職員および高等学校教育に関心を

　有するものをもって構成し、登録は一人一部会とする。

第６条　(教科部会）第４条の事業を遂行するために教科部会を置く。この部会の運営は教科毎に定める。

第７条　(地区支部）地区支部は北海道高等学校長協会の支部単位とする。この部会の運営は支部毎に定める。

第８条  (役 員)　本会に次の役員を置く。

         １．会    長  １名        ４．地区支部長  (道校長協会支部数に準ずる)

         ２．副 会 長  ４名        ５．教科部会長  14名

         ３．監    事  ２名        ６．顧      問  

第９条　（役員の選任 ）会長、副会長および監事は総会において選出する。顧問は総会の推薦によりお

くことができる。

         １．教科部会長は各教科の部会から１名を選任する。

         ２．地区支部長は各地区ごとに１名を選任する。

第10条　（会長、副会 長の職務権限）会長は本会を代表し、会務を統括し、会の責任を負う。副会長は

会長を補佐し、会長に事故のあるときは、その職務を代行する。

第11条　（教科部会長の職務権限）教科部会長は各部会を代表する。

第12条　（地区支部長の職務権限）地区支部長は各地区を代表する。

第13条　（監事の職務権限）監事は本会の業務、会計を監査する。

第14条　（役員の任期）役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。

第15条　（総　　会） 総会は年１回定期に行ない会長が召集する。ただし、必要に応じ臨機に開催する

ことができる。総会で討議する事項は次の通りとする。　

         １．予算および決算　２．会則の変更　３．その他重要事項

第16条　（会　　費） この会の会費は会員の納める登録料およびその他の収入をもってこれに当てる。

登録料の徴収細則は別に定める。

第17条　（会計年度）この会の会計年度は毎年４月１日に始まり、翌３月31日に終わる。

付    則  本則は昭和38年５月25日より施行する。

　　　　　平成17年５月30日　一部改正　　　平成18年５月30日　一部改正

　　　　　平成19年５月８日　一部改正　 　 平成21年５月12日　一部改正

　　　　　平成26年５月７日　一部改正
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